
愛知県感染症情報

　　　平成  14 年第  21 週（5 月第  4 週）

＜コメント＞

手足口病、ヘルパンギーナは流行期に入ったと思われます。

伝染性紅斑、水痘は報告数が多く注意が必要です。

麻疹の報告数は先週に比べやや減少したものの、 4 保健所（春日井、

半田、知多、豊川）で警報が出ていますので引き続き注意して下さ

い。

伝染性紅斑、水痘、麻疹の予防方法については、愛知県衛生研究所

のホームページ （ http: / /www.pref .aichi . jp /e iseiken/）をご覧くだ

さい。

手足口病（名古屋市を含む。平成11年は、13週（4月1日～）から）
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麻疹の保健所別推移（名古屋市含む）

　　　　　　　　

厚生労働省感染症発生動向調査警報発生システムによる麻疹の流行発

生警報の開始基準値は定点当たり 1.5 人です。

警報の意味は大きな流行が発生または継続しつつあることが疑われる

ということです。

は今週警報が発生している保健所です。

20週 定点
当たり 21週 定点

当たり 20週 定点
当たり 21週 定点

当たり

名古屋市 29 0.41 26 0.37 岡崎 3 0.38 7 0.88
瀬戸 9 1.00 2 0.22 衣浦東部 2 0.18 1 0.09
津島 0 0 3 0.43 西尾 1 0.25 1 0.25
師勝 1 0.25 0 0.00 豊田市 3 0.38 4 0.50
一宮 5 0.42 4 0.33 加茂 1 0.33 2 0.67
春日井 10 1.11 16 1.78 豊橋市 2 0.25 7 0.88
江南 6 1.00 3 0.50 豊川 14 1.75 5 0.63
半田 9 1.50 6 1.00 新城 0 0 1 0.50
知多 29 4.14 17 2.43



＜定点の先生方からのコメント＞

l  尾張西部地区

・  Ｏ 1　 1 歳男 1 名、 3 歳男 1 名

　  Ｏ 7　 1 歳男 1 名

　  サルモネラ　 1 歳男 1 名

 　手足口病と並んでＥＢウイルスが増加傾向を示しています。

（尾西市　城後小児科）

・  O1  １歳男　 O1 8　 9 ヵ月女　カンピロ 2 人　 5 歳男、 8 歳男

（犬山市  武内医院）

・  サルモネラ　 O 4 型　 1 例あり。カンピロバクター　 1 例。

　  無菌性髄膜炎 5 人（ 7 歳から 11 歳の男子）学校はまちまちです。

 　（入院して、確定診断です。）

 　伝染性紅斑多し。

（岩倉市  医療法人なかよしこどもクリニック）

・  A 群溶連菌の流行がみられています。

（江南市　みやぐちこどもクリニック）

・  肺炎　 1 3 歳　女

（稲沢市　医療法人野村整形外科）

・  マイコプラズマ   男　 31 歳

（師勝町　医療法人師勝クリニック）

・  A 型インフルエンザ   男　 7 歳

　 （師勝町　田中クリニック）
l  尾張東部地区

・  相変わらず手足口病が多くみられます。

（瀬戸市　津田こどもクリニック）

・  溶連菌感染症、手足口病流行中。

 水痘流行やや落ち着いているようです。

 　相変わらず全年齢にわたってマイコプラズマ感染症認められます。

（尾張旭市　医療法人誠和会佐伯小児科医院）

・  溶連菌感染症がみられました。

（春日井市、かちがわ北病院）

・  麻疹の流行つづいています。水痘、おたふくもあります。

 　手足口病増えてきました。

（春日井市、朝宮こどもクリニック）

・  水痘、ムンプス、麻疹流行っています。

（小牧市、小牧市民病院）



・  麻疹 6 歳女と水痘 3 歳男　予防接種がしてある方です。

 麻疹相変わらず多数有ります。

（小牧市、鈴木小児科）

・  高年齢の麻疹がちらほら見られます。いずれもワクチン未接種です。

（小牧市、志水こどもクリニック）
l  西三河地区

・  病原大腸菌　Ｏ 1　Ｏ 126　 1 歳男

　  病原大腸菌　Ｏ 1　Ｏ 2 5　  1 歳男

　  カンピロバクター腸炎　 8 歳男

 ＥＢウイルス　 3 歳女

（豊田市　星ヶ丘たなかこどもクリニック）

・  突発性発疹　 1 歳 6 ヵ月女

　  筋炎（＋）、ＣＰＫ　 409（ＩＵ／Ｌ）、一過性歩行障害（＋）

（豊田市　医療法人やふそ小児科）

・  1 歳女　病原性大腸菌Ｏ 1、ＶＴ（－）

　  0 歳女　病原性大腸菌Ｏ 126、ＶＴ（－）

（岡崎市　花田こどもクリニック）

・  2 歳男　病原性大腸菌Ｏ１、ＶＴ（－）

（岡崎市　竜美ヶ丘小児科スズキ医院）

・  1 歳女　病原性大腸菌Ｏ 114

（岡崎市  医療法人川島小児科水野医院）

・  5 ヵ月女　麻疹、先週・先々週報告児童の妹

　  ヘルパンギーナが増えてきた。

（幸田町　とみた小児科）

・  溶連菌、水痘､ムンプス流行中

（知立市　宮谷クリニック）

・  水痘が増えてきました。

（西尾市　やすい小児科）

・  麻疹、流行性耳下腺炎が、流行中です。

（三好町  三好町立三好病院）

l  東三河地区

・  溶血性レンサ球菌咽頭炎　保育園児 2 名、伝染性紅班　小学生 1 名、

　  ヘルパンギーナ　保育園児 1 名

（豊橋市　キンバラ小児科）

・  8 歳　男麻疹（ワクチン未接種　 5 月 3 日頃感染）

（豊橋市　医療法人こどもの国大谷小児科）



・  小 3 女　天伯地区　麻疹あり。

（豊橋市　かわきた小児科）

・  2 才男　麻疹　ワクチン未接種、ヘルパンギーナ急増

（蒲郡市　医療法人鈴木小児科医院）

・  麻疹例はワクチン未接種にて、他地へ旅行して感染。

 　発熱目立つも重症例なし。

（田原町　かわせ小児科）

＜保健所からのコメント＞

・  海部郡の 1 保育所において伝染性紅斑の発生が目立ち、近隣の

　  小学校でツベルクリン反応の接種を当面見合わせています。

（津島保健所）

＜ 1～ 3 類感染症の発生状況＞

l  腸管出血性大腸菌感染症 5名　（いずれも感染経路不明）

・ 豊田市保健所から報告の 9 歳男。 5/12 発 病 ､5/13 初 診 ､5/24 診定。

　菌型は O26　 V T 1（ +）

・一宮保健所から報告の 29 歳女。 5 /19 発病、 5/20 初診、 5 /23 診定。

  菌型は O157　 V T 2（ +）

・豊川保健所から報告の 3 歳女。 5/17 発病、 5/17 初診、 5/23 診定。

　菌型は O26　 V T 1（ +）

・加茂保健所から報告の 10 歳男。 5 /9 発病、 5/21 初診、 5/25 診定。

  菌型は O157　 V T 2（ +）

・加茂保健所から報告の 13 歳男。 5 /22 初診、 5/26 診定。

  菌型は O157　 V T 2（ +）

l  細菌性赤痢患者 1 名

・豊田市保健所から報告の 23 歳男。 5 /14 発 病 ､5 /14 初 診 ､5 /20 診定。

  インドネシア渡航歴あり。

＜全数把握の 4 類感染症の発生状況＞

l  後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）患者 1 名



第 20 週 (14 年 5 月 13 日～ 5 月 19 日）の 4 類感染症の全国状況

イ ン フ ル エ ン ザ は 治 ま っ て き て い る が 、 全 国 レ ベ ル で の 定 点 当 た り 報

告数は過去 5 年間の同時期と比べてやや多くなっており、都道府県別

では青森県 （ 5 . 8）、岩手県 （ 5 . 6） 、 宮 城 県（ 4 . 2） 、 秋 田 県（ 4 .1） な

ど 東 北 地 方 か ら の 報 告 が 多 い 。 他 の 疾 患 の 全 国 レ ベ ル で の 定 点 当 た り

報告数は過去 5 年間の同時期と比べて特別多くなってはいないが、都

道府県別では、 A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎が富山県 （ 3 . 8） 、 山 形 県

（ 2 .7） 、 北 海 道（ 2 . 6） な ど 、 感 染 性 胃 腸 炎 が 鳥 取 県（ 11 .2） 、 宮 崎 県

（ 7 .3）、宮城県（ 7 . 1）など、手足口病が高知県（ 5 . 6）、ヘルパンギー

ナ が 佐 賀 県 （ 3 . 9 ） 、 宮 崎 県 （ 3 . 6 ） な ど 、 流 行 性 耳 下 腺 炎 が 宮 崎 県

（ 4 .8）、山形県（ 4 . 4）、富山県（ 3 .8）など、流行性角結膜炎が群馬県

（ 5 .2）、茨城県（ 3 . 7）などから報告が多くなっている。

（ In fec t ious  Diseases  Weekly  Repor t より抜粋

　　厚生労働省感染症研究所感染症情報センター感染症情報室提供）

詳細は感染症情報センタ－のホ－ムペ－ジ

（ http: / / idsc .nih.go . jp / index- j .html） の感染症発生動向調査週報を

ご覧下さい。



愛知県感染症情報　　　　　　　　　　　　　平成１４年５月３０日

　　　　　　　　　　　愛知県衛生研究所企画情報部（文責　磯村）

　５月が終わり来週から６月です。転勤で新しい職場につかれた方、新卒の皆

さん、新しい生活に適応されましたでしょうか。小中学生や高校生大学生諸君、

５月病は大丈夫ですか。いつも貴重な情報を有難うございます。５月前半のま

とめをお送りします。

１．名古屋地区：５月になっても麻疹が全市的に流行中で要入院例が目立っ

ています。地域によっては減少していますがまだまだ減りません。肺炎の

合併が目立ちます。予防接種の重要性のキャンペ－ンに努めたく思います

（名鉄病院宮津先生、城北病院渡辺先生、第二日赤岩佐先生、労災病院山

田先生、中京病院柴田先生、大同病院水野先生）。他に名鉄・宮津先生か

らはムンプス、喘息性気管支炎と肺炎が目立つ、城北・渡辺先生からは溶

連感染症、第二日赤岩佐先生からは気管内挿管を要するインフルエンザ菌

の急性喉頭蓋炎、千種区今枝先生からは感染性胃腸炎、三菱・岩間先生か

らは溶連感染症、感染性腸炎（カンピロバクタ－とベロ毒素陽性の病原性

大腸菌Ｏ１０３）、中京・柴田先生からは手足口病散発中、労災・山田先

生からはロタ腸炎、マイコプラスマ肺炎、インフルエンザＡ、仮性クル－

プ（特に多い）が病棟で目立ち、手足口病、溶連感染症、ムンプス、新生

児クラミジア感染症、ロタ腸炎、アデノ腸炎などが外来に多く、大同・水

野先生からは年長児の嘔吐・腹痛・発熱（２日間）、気管支炎を合併する

４－５日の発熱が目立つとのお手紙をいただきました。

２．尾張地区：犬山市武内先生からは感染性胃腸炎がやや多く、水痘とムン

プスがともに散発中、江南市では麻疹の入院が目立ちワクチン未接種の幼

児や学童（中学生に流行あり）が主体、溶連菌感染症が目立ち､マイコプラ

スマ肺炎、アデノウイルス感染症も目立つ（昭和病院西村先生、愛北病院

露木先生）、常滑市民病院上田先生からはムンプス（髄膜炎合併例あり）、

ロタウイルスを含むウイルス性腸炎とカンピロバクタ－、大腸菌などの細

菌性腸炎が目立つとのお手紙をいただきました。

３．三河地区：トヨタ病院木戸先生からは麻疹と川崎病の入院が目立ちムン

プスや夏カゼが発生、岡崎市民病院糸洲先生からは特に目立つ感染症はな

い、知立市近藤先生からは水痘、ムンプス、ヘルパンギ－ナ各１例、刈谷

市田和先生からは水痘と感染性胃腸炎がぼつぼつ、碧南市永井先生からは

ムンプスと水痘が目立つ、豊橋市宮澤先生からはムンプス、カンピロバク

タ－腸炎目立つとのお手紙をいただきました。有難うございました。



ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１４年５月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　愛知県衛生研究所企画情報部　（文責　磯村）

２００２年４月２６日号（７７巻１７号）

☆コレラ：ソマリア。４月２２日までに１，１９１例がＷＨＯに届出（死亡６

３例）。流行株は小川Ｏ１。国内５地区で発生中。

☆ポリオ根絶計画における世界的なポリオウイルス検査網の貢献。臨床的にポ

リオと診断された例（急性弛緩性麻痺、Acute falassid paralysis (AFP)から

ポリオウイルスを分離、ワクチン株か野生株かを鑑別することがポリオ対策の

基本となる。本報は２０００年、２００１年における世界全体の分離株（００

年、０１年共に約６万株）の野生株とワクチン株、非ポリオウイルスに関する

基本的資料である。

☆ＦＡＯ／ＷＨＯ合同の食品栄養基準。これまで独立して調査研究がされてい

た食品栄養に関する調査がＦＡＯ／ＷＨＯ合同で実施されることとなり、ここ

では必要な項目や今後の方針が述べられている。

☆インフルエンザ（０２年４月）。カナダ：ノバスコシア地方でＡ型とＢ型流

行。チェコ、ユ－ゴスラビア、フィンランド：Ａ型とＢ型、ギリシャ：Ｂ型、

ニュ－カレドニア：Ａ型。

４月１９日－２５日届出。コレラ：ソマリア、コモロ、ウガンダ、インド。

２００２年５月３日号（７７巻１８号）

☆ギネア虫（注：水系経口感染寄生虫。中間宿主はミジンコ。汚染された川水

などで感染して虫体は下腿皮下から水中に産卵、強烈な皮膚炎をおこす。清潔

な水供給で確実に減少している）撲滅計画：カルトゥ－ム宣言２００２年。０

２年４月、世界最大の常存地であるス－ダン・カルトゥ－ムで専門家会議が開

催された。本報は根絶のための方法論のまとめである。

☆ギネア虫の世界における状況と根絶計画：６例が２２ヵ国で集団薬剤投与を

うけていて、これは２０００年末の１２ヵ国、３百万例から激増といえる。２

２ヵ国のうち最も著明なのはバングラデシュ、インド、ナイジェリア、ミャン

マ－である（注：発生地の世界地図あり。熱帯アジア、中国、熱帯アフリカ、

ブラジル地区に集中）。本報は各地区の情況のまとめと各国の対策がのべられ

ている。

☆インフルエンザ：０２年４月。イラン：今期同国では大流行した。Ａ型とＢ

型の流行がありＢ型（北京類似株）が分離された。韓国：流行は下火。Ａ（Ｈ

１Ｎ１）分離。

☆４月２６日－５月２日報告：なし。
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191 182 35 51 13 3 16 173 601 384 179 95 128 1 4 94 105 205 0 12 0 0 0 0 0 0

121 112 24 37 12 1 8 129 408 287 115 79 105 1 3 84 79 171 0 5 0 0 0 0 0 0

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 2 8 44 193 97 64 16 23 1 10 26 34 7

尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 7 18 29 15 43 3 7 1 1 2 24

海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 4 18 15 4 9 4 3 6 2

尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 1 38 4 2 1 1 1 1

尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 10 58 20 8 7 12 4 4 11

尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 12 14 39 10 8 13 16 9

江 南 6 6 1 2 15 45 7 1 8 1 3 7

知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 1 2 9 8 18 3 6 9 1

知 多 7 7 2 2 3 33 21 7 6 8 1 1 17 3

西 三 河 南 部 岡 崎 12 8 2 3 1 16 5 56 18 7 24 13 7 29

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 12 15 41 4 1 10 6 1 18

西 尾 4 4 1 1 1 1 5 15 1 1 1 4

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 11 42 19 7 2 1 5 4 24 1

加 茂 3 3 1 6 7 1 3 2 7

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 19 52 12 5 6 11 26 7 6 1

豊 川 9 8 1 2 1 6 39 8 4 4 7 1 25 5 12

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 1 1 1

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)



愛知県感染症情報

2002年第21週（平成14年5月20日～5月26日） 愛知県衛生研究所

年齢階層
（名古屋市

を除く）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

咽
頭
結
膜
熱

Ａ
群
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎

感
染
性
胃
腸
炎

水
痘

手
足
口
病

伝
染
性
紅
斑

突
発
性
発
疹

百
日
咳

風
疹

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

麻
疹

流
行
性
耳
下
腺
炎

急
性
出
血
性
結
膜
炎

流
行
性
角
結
膜
炎

急
性
脳
炎

（
日
本
脳
炎
を
除
く

）

細
菌
性
髄
膜
炎

無
菌
性
髄
膜
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

ｸ
ﾗ
ﾐ
ジ
ｱ
肺
炎

（
ｵ
ｳ
ﾑ
病
は
除
く

）

成
人
麻
疹

計 1 8 129 408 287 115 79 105 1 3 84 79 171 0 5 0 0 0 0 0 0
～6ヶ月 5 7 6 1
～12ヶ月 1 1 20 18 3 1 67 1 1 6 21 1

0歳

1歳 1 3 53 52 17 6 30 25 17 8
2歳 1 2 39 37 19 7 1 18 6 15
3歳 2 15 68 72 26 11 1 16 4 38
4歳 3 33 33 48 13 5 13 3 32
5歳 18 42 26 20 15 1 4 1 15
6歳 17 16 11 11 12 4 22
7歳 1 16 19 5 4 6 1 1 10
8歳 7 17 2 2 5 5 7
9歳 5 17 2 3 1 2 11

5歳～9歳

10歳～14歳 5 26 3 1 10 9
15歳～19歳 1 6 2 1 2 2

20歳～ 6 47 2 6 1 2 1
20歳～29歳 2
30歳～39歳 2
40歳～49歳 1
50歳～59歳

60歳～69歳

70歳～

70歳～79歳

80歳以上



愛知県感染症情報
2002年第1週～第21週（平成13年12月31日～平成14年5月26日）（累計） 愛知県衛生研究所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

小
児
科

眼
科

S
T
D

基
幹

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

咽
頭
結
膜
熱

Ａ
群
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎

感
染
性
胃
腸
炎

水
痘

手
足
口
病

伝
染
性
紅
斑

突
発
性
発
疹

百
日
咳

風
疹

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

麻
疹

流
行
性
耳
下
腺
炎

急
性
出
血
性
結
膜
炎

流
行
性
角
結
膜
炎

急
性
脳
炎

（
日
本
脳
炎
を
除
く

）

細
菌
性
髄
膜
炎

無
菌
性
髄
膜
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

ｸ
ﾗ
ﾐ
ジ
ｱ
肺
炎

（
ｵ
ｳ
ﾑ
病
は
除
く

）

成
人
麻
疹

191 182 35 51 13 35,684 136 3,149 19,632 5,936 705 932 2,377 29 70 309 1,585 4,167 8 461 0 1 0 37 1 16

121 112 24 37 12 28,051 108 2,194 13,175 4,457 523 725 1,808 18 52 268 1,298 3,463 5 320 0 1 0 37 1 16

名 古 屋 名 古 屋 市 70 70 11 14 1 7,633 28 955 6,457 1,479 182 207 569 11 18 41 287 704 3 141

尾 張 東 部 瀬 戸 9 9 2 3 1 2,301 23 324 862 273 132 17 104 6 9 57 194 1 12

海 部 津 島 津 島 7 7 2 2 1 1,229 2 34 915 273 13 45 75 1 6 2 64 204 1 17

尾 張 中 部 師 勝 4 4 1 1 793 11 976 70 3 12 34 4 15 23 17 12

尾 張 西 部 一 宮 16 12 3 4 1 2,068 281 1,979 565 34 59 224 3 3 12 203 196 1 17

尾 張 北 部 春 日 井 9 9 2 3 1 1,955 3 246 684 543 72 110 156 2 6 8 99 122 18 1 3

江 南 6 6 1 2 1,780 32 209 1,155 283 22 70 47 2 2 60 134 16

知 多 半 島 半 田 6 6 1 2 1 1,319 7 71 429 139 21 94 69 2 123 121 9 12

知 多 7 7 2 2 2,383 15 63 766 277 36 46 144 3 7 9 193 153 6

西 三 河 南 部 岡 崎 12 8 2 3 1 2,984 1 225 68 535 54 73 292 3 1 21 55 556 100

衣 浦 東 部 11 11 2 4 1 3,474 2 205 896 453 30 54 167 1 6 18 179 165 1 12 1

西 尾 4 4 1 1 1 281 1 43 427 105 2 3 38 2 5 12 74 1 39 1

西 三 河 北 部 豊 田 市 8 8 2 3 1 1,416 11 91 690 230 56 38 111 3 4 7 73 417 21 12

加 茂 3 3 1 366 15 221 41 4 8 46 30 96

東 三 河 南 部 豊 橋 市 8 8 2 4 1 3,011 6 275 1,743 399 28 46 177 1 97 46 599 41 1 16

豊 川 9 8 1 2 1 2,557 5 101 1,364 229 12 50 122 2 1 62 75 361 6 1 1

東 三 河 北 部 新 城 2 2 1 134 42 4 2 1 1 6 54

定点数

愛知県

愛知県
（名古屋市を含む）

総数
(名古屋市は除く)



愛知県感染症情報

2002年第1週～第21週（平成13年12月31日～平成14年5月26日）（累計） 愛知県衛生研究所

年齢階層
（名古屋市を

除く）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

咽
頭
結
膜
熱

Ａ
群
溶
血
性

レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎

感
染
性
胃
腸
炎

水
痘

手
足
口
病

伝
染
性
紅
斑

突
発
性
発
疹

百
日
咳

風
疹

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

麻
疹

流
行
性
耳
下
腺
炎

急
性
出
血
性
結
膜
炎

流
行
性
角
結
膜
炎

急
性
脳
炎

（
日
本
脳
炎
を
除
く

）

細
菌
性
髄
膜
炎

無
菌
性
髄
膜
炎

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

ｸ
ﾗ
ﾐ
ジ
ｱ
肺
炎

（
ｵ
ｳ
ﾑ
病
は
除
く

）

成
人
麻
疹

計 28,051 108 2,194 13,175 4,457 523 725 1,808 18 52 268 1,298 3,463 5 320 0 1 0 37 1 16
～6ヶ月 202 3 192 120 2 3 145 3 3 2 31 4
～12ヶ月 551 9 10 985 330 21 33 1,203 5 6 28 200 17 3

0歳

1歳 1,728 20 47 2,216 885 111 47 438 7 9 66 312 176 1 10 1 2
2歳 1,927 22 100 1,572 745 99 53 16 1 3 67 110 278 7 2
3歳 2,046 15 233 1,281 767 96 63 2 38 110 485 9 2 1
4歳 2,313 19 435 1,088 767 91 92 5 31 61 747 6 3
5歳 2,162 9 389 871 412 54 114 3 1 6 20 60 561 3
6歳 1,959 5 308 634 184 30 105 2 1 3 54 417 3
7歳 1,943 4 212 523 90 10 85 1 2 54 257 4
8歳 1,797 1 142 450 46 4 62 4 1 58 145 2
9歳 1,700 1 99 356 23 3 27 1 2 40 92 2

5歳～9歳 11
10歳～14歳 5,099 127 895 50 1 24 1 5 2 158 184 8 5
15歳～19歳 1,123 12 259 5 2 2 27 19 1 9 2 2

20歳～ 3 77 1,853 33 1 15 1 6 4 23 85
20歳～29歳 1,100 2 46 1 12
30歳～39歳 1,423 76 4 1
40歳～49歳 446 1 32 2
50歳～59歳 257 39 2
60歳～69歳 165 31 1

70歳～ 26
70歳～79歳 73 1
80歳以上 37


